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1　は　じ　め　に

イチゴの休眠性は各作型での品種を選定する上で重要な

特性であり，寒冷地の露地栽培，半促成（通称低温カット）

栽培では，一般に休眠の深い品種が用いられている。近年，

カリフォルニア大学で育成されたイチゴ品種（以後，カリ

フォルニア品種群と略称）が大巣で輸送性，収量性に優れ

ることから注目を受けるようになったが，本品種群の休眠

性についてはほとんど解明されていない。本研究では，最

近のカリフォルニア品種群について，休眠期の低温遭遇時

間がその後の生育・開花に及ぼす影響を検討し．休眠特性

を明らかにしようとした。

2　試　験　方　法

供試材料として，表1に示す一挙成り性6品種，四季成

り性5品種の計11品種を用いた。一季成り性の　℃handler’，

lParker．，．Pajaro’，‘Aiko’及び四季成り性のSelva’，

‘Hecker’，．Aptos’がカリフォルニア品種である。

1993年7月20日に9皿ポリポットに採萌した苗を，10月

中旬から露地の自然条件下で5℃以下の低温に積算時間で

250hr，500hr．750hr．1000hr，1250hr．1500hr遭遇させ

た後，最低気温15℃・16hr日長条件のガラス温室に各品種

5株を搬入し，12cmポリポットで生育させた。

温室搬入2カ月後に垂柄長を，同4カ月後までのランナー

発生数を調査した。また，温室搬入後，経時的に各花房頂

花の開花日を．四季成り性品種については花房間葉数を調

査した。なお，各花房は頂花開花後に，ランナーは発生直

後にそれぞれ除去した。分けつ芽は優勢なものを一つ残し，

芽数は常に1芽とした。

3　試験結果及び考察

葉柄長の変化を表1に示す。一季成り性品種ではいずれ

の品種も∴葉柄長の増大は，少ない低温遭遇時間では小さ

く．その後ある遭遇時間に達すると急激になり，それ以上

の遭遇時間では緩やかであった。急激な増大を示した低温

通過時間は‘宝交早生’．．盛岡16号’，‘Chandler’，．Parker，

では750hr．■PajaroT．‘Aiko’では1000hrであった。一

方，四季成り性品種では，葉柄長はいずれの品種も低温遭

遇時間の増加に伴って緩やかに増加した。

発生したランナー数を表2に示す。ランナーの発生は，

表1葉柄長に及ぼす低温遭遇時間の影響
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表2　ランナー数に及ぼす低温遭遇時間の影響（5株
当たり）
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一季成り性品種ではいずれも葉柄長が急激に増大した低温

遭遇時間前後で見られ，その後遭遇時間の増加に伴って急

激に増大し，l宝交早生’，l盛岡16号．，‘Chandler’，‘Parke′

では1000hr，‘Pajaro’，’Aiko’では1250hrではぼ最大

に適した。四季成り性品種の　■Selva’，‘Hecker’では

‘ェバーベリー’と同様に750hr以上‘Aptos’では1250

hr以上でランナー発生が見られた。

開花の様相を図1に示す。一季成り性品種で連続的開花

を示した低温遭遇時間は‘宝交早生－　の250～500hr，l盛

岡16号，の250hrに対して，‘Chandler’，lParker’．

‘Pajaro’は250～500hr，－Aiko’は250～750hrであった。

また．lAiko’では1500hrで温室搬入120日後に開花が見

ー241－



東北農業研究　　第　48　号　（1995）

宝交l才色　　　盛岡16け　　　Ch且ndler

2畑」＿Li．．．i▲i上皇」一‡．り　一日」！▲…▲

低00．且と．，▲．．－▲‡と」

蓑昔一一」－▲妻‡1．．．阜阜i　●」⊥

叫訪8」．．．．▲⊥．！．！

・卯．k＿．．L妻▲二二

低
温
遭
遇
時
間
鋸

Paj且rO

由．‡▲沌

J
H
、
、

・
‖
‥
∵
‥
仙
㌻
‥
…

Aiko

・．重量▲土！旦

▲＿轟▲日．

」．‡▲！且J

＿＿↓事⊥‡．

・
罰

一

　

也

一

　

心

Ⅷ
訂

●

●

ヽ

　

．

㌧

伽

●
■
▲
　
　
●
●
●
．
∩
V

．刑…

温　室　搬　入　後　日　数（H）

エバ‾ペ■ト　サマ‾ペリ‾　　　Sヲlva Hecker Aptos

2餌LI‡▲・…目し」・・：・・…・血……■妻・・呈長一し婁」・－と適・・！・
帥し，董。．．暮．他！」∴．！．、」ふ‥両きれ．一．‡‡‡＿ム；」．れ
瑚

　

肌

．

．

．

土

日

．

J

一

．

．

．

‡

‥

∵

日

日

．J；．止も1．．Ⅰ頭」．；▲射通し！．ふ；里

：＿LJ！▲‡
●
●
一

●
●
■
●
■
▲

壬．事‡日．圭．‡＝；…．呈‡……

．最上＿」．事‡．軋。州由ij…．沃ふ．▲！！．．…

印0きト！幽
▲
印

t▲；

・
切

jOq・
洗

勤

●
．
J
飢
W

睦．巾i▲し．＿も⊥‡

！・L二
●■　　　⊥　●」

山　室　搬　入　後　日　数（‖）

匡＝　開花の様相に及ぼす低温遭遇時間の影響
（5株当り，●：各花房頂花の開花日）

表3　四季成り性品種の花房問責数に及ぼす低温遭遇時間の影響

られたが，これは休眠覚醒後の早い時期に花芽

分化したものが開花したものと考えられる。一

方，四季成り性品種は程度の差はあるものの，

いずれも長期間の低温に遭遇すると，温室搬入

後40日～80日の40日程度の開花が減少する時期

が現れ，特に‘Selva’でこの現象は顕著であっ

た。

四季成り性品種の花房間彙数を表3に示す。

花房問彙数は開花の回復する温室搬入後91日～

120日では，低温遭遇時間との間に一定の傾向

は認められなかったが．開花数の減少する時期

が終わる前後の60日～90日に開花した花房では，

低温遭遇時間が多いと花房間葉数が増加した。

少ない低温遭遇時間では，いずれの品種も花房

間菓数は3枚前後であったが，‘ェバーベリー，

では1000hr以上，サマーベリー’では750hr以

上，lSelva’∴Aptos’では1250hr以上で花房

間菓数が4枚以上であった。

品　　種
低　　　温　　　遭　　　遇　　　時　　　間

250hr　　　　　500hr　　　　　750hr lOOOhr　　　　1250hr　　　　1500hr

温室搬入後60～90日に開花した花房
エバーベリー　　3．00±0

サマーベリー

Selva　　　　　　2．67±0．47

Hecker　　　　　3．00±O

Aptos　　　　　2．25±0．43

温室搬入後91～120日に開花した花房
エバーペリー　　2．43±0．49

サマーベリー　　3．00±1．00

Selva　　　　　　2．20±0．40

Hecker　　　　　2．22±0．42

2．75±0．43　　　3．00±0．71

3．67±0．47　　　4．00±0．71

3．00±0　　　　　2．33±0．47

2．80±0．4　　　　2．67±0．75

3．25±0．43　　　2．60±0．80

2．33±0．47　　　3．00±1．07

3．40±1．02　　　2．75±0．43

2．00±0　　　　　3．00±0．82

2．00±0　　　　　2．11±0．31

tos　　　　　　2．00±0．47　　1．88±0．33　　1．78±0．42

4．50±0．50　　　4．75±0．43　　　5．33±0．47

5．25±0．43　　　5．25±0．83　　　5．20±0．40

5．00±0　　　　　5．75±1．09

2．13±0．33　　　3．00±0．76　　　3．17±0．69

3．20±1．17　　　4．00±0　　　　　4．80±0．75

2．14±0．35　　　2．75±0．97　　　2．00±0

2．60±0．49　　　2．50±0．87　　　2．17±0．37

4．40±1．36　　　2．33±0．75　　　2．50±0．50

2．00±0　　　　　2．11±0．31　　2．00±0．45

1．78±0．42　　　1．83±1．46　　　1．56±0．50

以上の結果から，カリフォルニア品種群の一季成り性品

種は総じて休眠が深く，‘Chandler’．lParker’は‘盛岡

16号’と同程度，‘Pajaro’，‘Aiko’はそれより深い休眠

性を有し，この特性は寒冷地での半促成（低温カット）栽

培，露地（遅出し）栽培に適するものと考えられた。また，

四季成り性品種の1Hecker’，‘Aptos’は連続開花性に

優れていたが，■Selva，は十分な低温に遭遇し休眠が覚醒

されると一定期間開花が抑制された。この特性は四季成り

性イチゴの栽培で問題である草勢維持や収穫期調節のため

の摘花房処理の軽減に有効であると考えられた。このよう

にカリフォルニア品種群の中のいくつかの品種は，寒冷地

に適応する品種の育成のための有用な休眠特性を有してお

り，育種素材としての利用が考えられる。
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